
町
制
施
行
4
0
周
年
記
念
花
火

485

平
成
2
3
年

平
成
2
5
年

ト
ピ
ッ
ク
ス

２
Ｐ
３
Ｐ

・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
和
木
小
中
学
生
４
名
が
入
賞

幼
・
少
・
中
合
同
避
難
訓
練



告
　
示

投
　
票

投
票
で
き
る
人

投
票
所
入
場
券

代
理
投
票

公
営
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場

期
日
前
投
票

不
在
者
投
票

開
　
票

　

有
権
者
の
皆
さ
ん
、
任
期
満
了
に
伴
う
町

長
選
挙
、
及
び
欠
員
１
人
を
補
充
す
る
た
め

の
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
が
8
月
25
日
㈰
に

行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
選
挙
は
、
こ
れ
か
ら
の
和
木
町
を
託

す
人
を
選
ぶ
、
最
も
身
近
で
大
切
な
選
挙
で

す
。
棄
権
を
し
な
い
で
、
必
ず
投
票
に
行
き

ま
し
ょ
う
。

　

選
挙
の
主
役
は
あ
な
た
で
す
。
よ
く
考
え

て
悔
い
の
な
い
1
票
を
投
じ
、
公
正
で
明
る

い
選
挙
の
実
現
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

告
示
日
▼
8
月
20
日
㈫

投
票
日
▼
8
月
25
日
㈰

投
票
時
間
▼
7
時
〜
20
時

投
票
場
所
▼

◎
和
木
第
1
投
票
所

　

体
育
セ
ン
タ
ー

◎
和
木
第
2
投
票
所

　

和
木
5
丁
目
集
会
所
（
沖
灰
場
集
会
所
）

◎
瀬
田
投
票
所

　

公
民
館
瀬
田
分
館

◎
関
ヶ
浜
投
票
所

　

公
民
館
関
ヶ
浜
分
館

　

有
権
者
の
皆
さ
ん
に
郵
送
さ
れ
る
、
投
票

所
入
場
券
（
は
が
き
）
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

開
票
日
▼
8
月
25
日
㈰

開
票
時
間
▼
20
時
50
分
〜
（
予
定
）

開
票
場
所
▼
体
育
セ
ン
タ
ー

　

和
木
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
人
の
う
ち
、
平
成
5
年
8
月
26
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人
で
、
平
成
25
年
5
月
19
日
以
前

か
ら
和
木
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
、

引
き
続
き
平
成
25
年
8
月
25
日
（
投
票
日
の

当
日
）
ま
で
、町
内
に
居
住
し
て
い
る
人
で
す
。

※
投
票
日
ま
で
に
、
和
木
町
外
に
転
出
し
た

人
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

※
修
学
の
た
め
、
町
外
の
寮
、
下
宿
等
に
居

住
す
る
学
生
生
徒
の
住
所
は
、
特
段
の
事

情
が
な
い
限
り
、
そ
の
寮
、
下
宿
等
の
所

在
地
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
た
め
、
今
回

の
選
挙
で
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

　

投
票
日
に
、
公
私
の
用
事
や
旅
行
等
で
投

票
所
に
行
け
な
い
方
は
、
選
挙
期
日
告
示
日

の
翌
日
か
ら
投
票
日
の
前
日
ま
で
期
日
前
投

票
が
で
き
ま
す
。

投
票
期
間
▼
8
月
21
日
㈬
〜
24
日
㈯

投
票
時
間
▼
8
時
30
分
〜
20
時

場
　
所
▼
役
場
議
会
棟
委
員
会
室

持
参
す
る
も
の
▼

　

投
票
所
入
場
券
（
届
い
て
い
る
場
合
）

※
印
鑑
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

和
木
町
外
に
滞
在
さ
れ
て
い
る
方
や
病
院

に
入
院
、
老
人
ホ
ー
ム
に
入
所
な
ど
さ
れ
て

い
る
方
は
、
不
在
者
投
票
制
度
を
ご
利
用
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

文
字
の
書
け
な
い
人
や
心
身
の
障
害
等
に

よ
り
自
分
で
投
票
で
き
な
い
人
は
、
投
票
所

で
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
係
員
が
あ

な
た
に
代
わ
っ
て
投
票
用
紙
に
書
い
て
く
れ

ま
す
。

　

こ
の
場
合
、
投
票
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す

の
で
、
安
心
し
て
投
票
所
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

○
有
権
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
郵
便
に
よ
り
投

票
所
入
場
券
を
お
届
け
し
ま
す
の
で
、
入

場
券
に
記
載
し
て
あ
る
投
票
所
で
投
票
し

て
く
だ
さ
い
。

○
投
票
所
入
場
券
が
届
い
た
人
で
も
、
投
票

日
ま
で
に
和
木
町
外
に
転
出
し
た
人
は
、

投
票
で
き
ま
せ
ん
。

　

町
内
26
カ
所
に
公
営
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
を

設
置
し
ま
す
。
こ
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
を
壊

し
た
り
、
貼
っ
て
あ
る
ポ
ス
タ
ー
を
破
っ
た

り
す
る
と
罰
せ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
を
絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

贈
ら
な
い
・
求
め
な
い
・
受
け
取
ら
な
い

き
れ
い
な
選
挙
は
、〝
三
な
い
運
動
か
ら
〞

選
挙
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
▼

和
木
町
選
挙
管
理
委
員
会

　

和
木
町
企
画
総
務
課
内

（
☎
52
―
2
1
3
6　

内
線
3
0
6
）

　

7
月
21
日
に
執
行
さ
れ
た
第
23
回
参
議

院
議
員
通
常
選
挙
の
和
木
町
で
の
状
況
は

次
の
と
お
り
で
す
。

【
山
口
県
選
出
議
員
選
挙
】

　

有
権
者
数　
　
　
　
　

５
，１
２
５
人

　

投
票
者
数　
　
　
　
　

２
，７
２
８
人

　

有
効
投
票
数　
　
　
　

２
，６
１
３
票

　

無
効
投
票
数　
　
　
　
　　

１
１
５
票

　

投
票
率　
　
　
　
　
　
　　

53
・
23
％

●
候
補
者
別
得
票
数（
和
木
町
開
票
分
）

　

ふ
じ
い
直
子　
　
　
　
　
　
４
５
３
票

　

林
よ
し
ま
さ　
　
　
　

２
，０
１
５
票

　

か
わ
い
美
和
子　
　
　
　
　
１
４
５
票

【
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
】

　

有
権
者
数　
　
　
　
　

５
，１
２
５
人

　

投
票
者
数　
　
　
　
　

２
，７
２
７
人

　

有
効
投
票
数　
　
　
　

２
，６
３
９
票

　

無
効
投
票
数　
　
　
　
　
　
　

88
票

　

投
票
率　
　
　
　
　
　
　

53
・
21
％

●
政
党
別
得
票
数

　
（
政
党
名
票
と
候
補
者
名
票
の
合
計
）

　

み
ん
な
の
党　
　
　
　
　

１
３
５
票

　

民
主
党　
　
　
　
　
　
　

３
９
１
票

　

新
党
大
地　
　
　
　
　
　
　
　

７
票

　

社
会
民
主
党　
　
　
　
　
　
　

29
票

　

生
活
の
党　
　
　
　
　
　
　
　

33
票

　

み
ど
り
の
風　
　
　
　
　
　
　

６
票

　

自
由
民
主
党　
　
　
　

１
，２
１
５
票

　

日
本
共
産
党　
　
　
　
　

１
８
３
票

　

公
明
党　
　
　
　
　
　
　

４
０
３
票

　

緑
の
党
グ
リ
ー
ン
ズ
ジ
ャ
パ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

７
票

　

日
本
維
新
の
会　
　
　
　

２
１
３
票

　

幸
福
実
現
党　
　
　
　
　
　
　

15
票

※
按
分
に
よ
る
端
数
は
切
り
捨
て

和
木
町
長
選
挙
及
び
和
木
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙

和
木
町
長
選
挙
及
び
和
木
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙

1



　
Ｊ
Ｘ
日
鉱
日
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
株
式
会
社
麻

里
布
製
油
所
（
上
田
秀
樹
所
長
）
の
社
員
や

家
族
な
ど
1
0
1
名
が
参
加
し
、
和
木
町
林

業
研
究
会
（
明
本
收
二
会
長
）
の
指
導
の
も

と
、
町
職
員
と
一
緒
に
、
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園

内
の
ヤ
マ
モ
モ
園
と
栗
園
の
下
草
刈
や
周
辺

整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
平
成
23
年
12
月
か
ら
開
始

し
た
も
の
で
、
町
民
と
企
業
、
行
政
が
協
働

で
森
林
整
備
や
環
境
保
全
を
行
う
た
め
に
実

施
し
て
お
り
、
今
回
で
4
回
目
。

　

参
加
者
は
、
林
研
の
会
員
か
ら
、
刈
払
機

の
取
扱
い
や
作
業
時
の
安
全
確
認
な
ど
の
説

明
を
受
け
、
各
持
ち
場
に
分
か
れ
、
作
業
に

取
り
掛
か
か
り
ま
し
た
。

　

女
性
や
子
ど
も
た
ち
は
、
山
口
県
農
林
事

務
所
の
職
員
や
林
研
会
長
か
ら
「
森
林
の
は

た
ら
き
」
に
つ
い
て
の
話
を
聞
き
、
森
林
の

役
割
の
重
要
性
や
環
境
へ
の
取
組
な
ど
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。

　

次
回
は
11
月
30
日
㈯
に
坂
根
遊
歩
道
の
整

備
を
行
う
予
定
で
す
。

ま
ち
の
話
題

和
木
町
の
協
働
の
森
事
業
開
催
〜
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
わ
き
愛
あ
い
の
森
活
動
〜

　

7
月
5
日
、
幼
稚
園
（
高
橋
由
美
子
園
長
）

で
、
七
夕
ま
つ
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ま
つ
り
に
は
、
毎
年
、
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
の
皆
さ
ん
を
招
待
し
、
園
児
と
七
夕

の
集
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
園
児
た
ち
が
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆

さ
ん
を
出
迎
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
室
に
案

内
し
ま
し
た
。
教
室
で
は
、
は
じ
め
て
会
う

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
少
し
緊

張
し
な
が
ら
も
、
寄
り
添
っ
て
嬉
し
そ
う
に

話
し
た
り
、
歌
や
遊
戯
を
披
露
し
た
り
し
ま

し
た
。
ま
た
、
先
生
か
ら
七
夕
の
お
話
を
聞

い
た
り
、
笹
に
飾
り
を
付
け
た
り
し
て
、
七

夕
ら
し
い
催
し
も
楽
し
み
ま
し
た
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
は
、「
園
児
た
ち

と
遊
ん
で
、元
気
を
分
け
て
も
ら
っ
た
」
と
、

話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
ち
の
話
題

幼
稚
園
七
夕
ま
つ
り

樋口華奈美さん

福田菜優さん 村上脩馬くん 中野七海さん

　

和
木
町
と
旧
玖
珂
郡
の
8
町
村
の
小
学
6

年
と
中
学
3
年
を
対
象
に
「
よ
い
歯
の
コ
ン

ク
ー
ル
」
が
開
か
れ
、
12
名
の
優
良
者
の
う

ち
和
木
小
・
中
の
４
名
が
入
賞
し
た
。

　

小
学
生
は
、
3
名
と
も
「
日
頃
か
ら
歯
磨

き
は
気
を
つ
け
て
い
る
。
で
も
、
ま
さ
か
優

良
者
に
な
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。」
と
入

賞
を
喜
ん
で
い
た
。
岡
田
敏
男
教
頭
は
「
歯

の
衛
生
指
導
は
低
学
年
時
に
特
に
気
を
つ
け

て
お
り
、
そ
の
成
果
だ
と
思
う
。
こ
れ
を
機

会
に
児
童
達
に
さ
ら
に
歯
の
衛
生
、
虫
歯
予

防
の
大
切
さ
を
教
え
、
来
年
以
降
も
入
賞
で

き
る
よ
う
努
め
た
い
。」
と
話
し
て
い
た
。

　

ま
た
、和
木
中
吹
奏
楽
部
の
樋
口
さ
ん
は
、

「
小
６
の
時
に
２
位
だ
っ
た
の
で
１
位
が
欲

し
い
と
思
っ
て
い
た
か
ら
、
実
現
し
て
と
て

も
嬉
し
い
。
歯
が
良
い
と
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト

も
う
ま
く
吹
け
る
の
で
、
日
頃
か
ら
気
を
つ

け
て
い
る
。」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
た
。

　

１
位
の
３
名
は
県
の
審
査
に
進
む
。
県
で

も
入
賞
す
る
よ
う
期
待
し
ま
す
。

　

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
。（
敬
称
略
）

【
小
学
男
子
】　

１
位　

村
上
脩
馬

【
小
学
女
子
】　

１
位　

福
田
菜
優

【
小
学
女
子
】　

２
位　

中
野
七
海

【
中
学
女
子
】　

１
位　

樋
口
華
奈
美

ま
ち
の
話
題

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル  

和
木
小
・
中
学
生
４
名
が
入
賞

し
ゅ
う
ま

なな
な
み ゆ

林
業
研
究
会
会
員
募
集

　

和
木
町
林
業
研
究
会
で
は
、
一
緒
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
た
だ
け

る
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
竹
林
整

備
や
竹
炭
作
り
、
栗
園
や
椎
茸
園
の
管

理
な
ど
各
種
施
業
及
び
生
産
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

　
　
　
　
　
（
☎
52
ー
2
1
9
4
）
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「
幸
せ
は
お
口
の
健
康
か
ら
」
と
題
し
て
、

早
野
歯
科
医
院
歯
科
衛
生
士
、
早
野
泰
枝
先

生
の
講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

口
の
仕
組
み
、
疾
病
と
の
関
連
な
ど
の
専

門
的
な
内
容
を
、
分
か
り
や
す
く
噛
み
砕
い

た
説
明
を
聞
き
、
口
の
健
康
維
持
の
大
切
さ

が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。

　

楽
し
い
口
腔
指
導
も
あ
り
、
参
加
者
の
皆

さ
ん
は
笑
顔
で
一
生
懸
命
、
口
の
体
操
を
し

て
い
ま
し
た
。

ま
ち
の
話
題

介
護
予
防
講
演
会
を
開
催

竹本講治さん

　

7
月
1
日
付
で
、
竹
本
講
治
さ
ん
（
和
木

地
区
）
が
法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員
に

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問

題
に
つ
い
て
、必
要
な
助
言
を
行
な
っ
た
り
、

関
係
官
公
署
を
紹
介
す
る
な
ど
、
困
っ
て
い

る
方
が
正
し
く
権
利
を
使
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
手
助
け
を
し
ま
す
。

　

身
近
な
事
例
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
も
の

が
あ
り
ま
す
。

①
夫
婦
、
親
子
、
離
婚
、
相
続
な
ど
の
家
庭

内
の
も
め
ご
と

②
結
婚
、
就
職
な
ど
に
関
す
る
不
当
な
差
別

③
い
じ
め
、
体
罰
な
ど
子
ど
も
の
人
権
に
関

わ
る
相
談

④
生
活
騒
音
、
悪
臭
、
振
動
な
ど
近
隣
間
で

の
困
り
ご
と

⑤
借
地
、
借
家
、
金
銭
貸
借
を
め
ぐ
る
不
当

な
要
求

⑥
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
に
よ
る
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
侵
害
や
名
誉
毀
損
な
ど

　

無
料
相
談
を
文
化
会
館
で
開
催
し
て
い
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
9
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課

（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

ま
ち
の
話
題

人
権
擁
護
委
員
に
竹
本
講
治
さ
ん

　

6
月
28
日
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
和
木

幼
・
小
・
中
合
同
で
、
小
瀬
川
が
氾
濫
し
た

こ
と
を
想
定
し
、
蜂
ヶ
峯
、
八
幡
山
の
海
抜

20
ｍ
付
近
ま
で
避
難
す
る
訓
練
を
行
い
ま
し

た
。
幼
稚
園
児
は
、
中
学
3
年
生
に
手
を
ひ

か
れ
、
山
の
手
に
避
難
し
ま
し
た
。
小
学
生

は
、
1
年
生
と
6
年
生
が
ペ
ア
と
な
り
、
八

幡
山
公
園
林
道
に
避
難
し
ま
し
た
。

　

下
山
後
は
、
岩
国
地
区
消
防
組
合
中
央
消

防
署
東
出
張
所
の
方
か
ら
、当
日
の
避
難
に
つ

い
て
の
講
評
と
今
後
訓
練
を
実
施
し
て
い
く

上
で
の
課
題
点
等
の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
、
中
学
生
の
配
膳
で
園
児
た
ち

は
、
非
常
食
を
試
食
し
、
避
難
訓
練
に
お
い

て
も
幼
小
中
の
連
携
を
築
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

ま
ち
の
話
題

幼
・
小
・
中
合
同
避
難
訓
練

　

7
月
1
日
、
和
木
町
人
権
施
策
推
進
協
議

会
並
び
に
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
協
議

会
で
は「
山
口
県
人
権
推
進
指
針
を
尊
重
し
、

町
民
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
た
、

心
豊
か
な
地
域
社
会
を
目
指
し
て
い
き
た

い
。」
と
会
長
で
あ
る
古
木
町
長
が
あ
い
さ

つ
を
し
、
今
年
度
予
算
、
事
業
計
画
等
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
移
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
輪
だ
ち
の
会
み
ね
代
表
の
大
元
公
さ

ん
に
よ
る
「
あ
な
た
の
満
足
・
わ
た
し
の
満

足　

輪
だ
ち
の
会
み
ね　

〜
一
人
ひ
と
り
の

道
標
〜
」と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

実
体
験
に
基
づ
い
た
話
を
通
じ
て
、
人
権
が

尊
重
さ
れ
た
地
域
社
会
づ
く
り
に
貢
献
す
る

こ
と
の
重
要
性
を
学
び
ま
し
た
。

ま
ち
の
話
題

和
木
町
人
権
施
策
推
進
協
議
会
並
び
に
研
修
会

3



村中實美さん

木村ヒデコさん

　

次
の
方
々
が
、
満
90
歳
の
誕
生
日
を
迎
え

ら
れ
、
町
か
ら
長
寿
の
お
祝
い
と
し
て
、
表

彰
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ち
の
話
題

厚
生
功
労
者
表
彰
7
月
10
日　

村
中
實
美
さ
ん

7
月
18
日　

木
村
ヒ
デ
コ
さ
ん

　

ま
す
ま
す
お
元
気
で
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
よ

う
、
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

７０歳
未満の方 限度額適用・標準負担額

減額認定証

必要ありません。
（高齢受給者証のみ）

限度額適用・標準負担額
減額認定証

７０歳
以上の方

課税世帯 限度額適用認定証

非課税世帯

課税世帯

非課税世帯

入院される場合は、ご連絡ください入院される場合は、ご連絡ください 退職（失業）時の特例免除制度退職（失業）時の特例免除制度
国保被保険者の方へ 国民年金保険料

　国民健康保険被保険者が医療機関に入院される場合
交付する認定証は次のとおりです。

・認定証を提示することで、医療費は高額療養費の適
用区分に応じた自己負担限度額までの支払いですみ
ます。
・住民税非課税世帯の方は、食事代（食事療養費）も
軽減されます。
・申請が必要ですので、医療機関に入院される場合
は、必ず保健福祉課へご連絡ください。
・国民健康保険料の滞納がある世帯の方へは、お渡し
できない場合があります。
問合せ　保健福祉課（☎５２－２１９５）

　国民年金保険料を納めることが経済的に困難な場
合、申請して認められれば保険料の納付を免除され
る制度があります。
　申請免除には所得制限があり、申請者及び世帯主、
配偶者の所得が審査の対象となります。
　失業に伴う退職をした場合には、「特例免除制度」
があり、退職した配偶者または本人の所得の状況を
除外して審査が行われるので、所得制限額が低くな
ります。
　特例免除を受けるために必要な書類（失業を事由
とする特例認定）は次のとおりです。

●公的機関の失業証明書、雇用保険被保険者喪失確
認通知、離職票、雇用保険資格者証など退職した
ことが証明できるもの
●印かん

問合せ　保健福祉課（☎５２－２１９５）
　　　　岩国年金事務所（☎２４－２２２２）

ま
ち
の
話
題

疫
神
社
　
厄
祓
い
祭
礼
　

7
月
3
日
、
疫
神
社
の
厄
払
い
の
祭
礼
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
樹
齢
五
百
年
と
も
言
わ
れ

る
御
神
体
で
あ
る
タ
ブ
の
巨
木
に
、
藁
で

作
っ
た
大
蛇
を
巻
き
つ
け
、
神
事
を
行
っ
た

後
、当
屋
が
獅
子
頭
を
被
っ
て
「
疫
病
退
散
、

家
内
安
全
」
と
唱
え
、
榊
で
清
め
な
が
ら
、

一
軒
一
軒
を
お
祓
い
し
て
回
り
ま
し
た
。

　

こ
の
祭
礼
は
今
か
ら
約
３
５
０
年
前
に

関
ヶ
浜
地
区
で
疫
病
が
大
流
行
し
た
の
を

き
っ
か
け
に
始
ま
っ
た
と
さ
れ
、
今
に
伝
承

さ
れ
て
い
ま
す
。
藁
の
大
蛇
に
は
47
本
の

御
幣
が
打
ち
込
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は

当
時
の
関
ヶ
浜
地
区
の
世
帯
数
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

以
前
は
、
各
地
の
祭
礼
等
は
決
ま
っ
た
日

時
に
行
な
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
は
勤

務
の
都
合
や
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
ら
な
い
な

ど
の
理
由
で
休
日
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
く

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
疫
神
社
の
例
祭
だ

け
は
、
7
月
3
日
に
行
な
う
伝
統
が
続
く
よ

う
願
っ
て
い
ま
す
。

わ
ら

さ
か
き

は
ら

ご
へ
い

4



425

　７月１３日・１４日、和木町子ども会
育成連絡協議会（吉田浅美会長）は、
小学校６年生の児童を対象に、秋吉台
青少年自然の家でインリーダーキャンプ
を開催しました。
　さまざまな活動を通じて学んだリー
ダーとしての心構えを学校や地域で発
揮していってほしいと思います。

　７月８日、県庁で今年度の社会教育
功労者表彰が行われ、本町からは、
前和木町社会福祉協議会会長の上岡
宗三さんが受賞されました。
　上岡さんは、平成１８年度～２４年
度の７年間、和木町社会教育委員とし
て、本町の社会教育の推進に尽力され
た功績が評価されたものです。
　今後のさらなるご活躍を期待したい
と思います。

町子連インリーダー
キャンプ
町子連インリーダー
キャンプ

放課後子ども教室
「わきあいキッズ」
放課後子ども教室
「わきあいキッズ」

山口県社会教育委員連絡協議会
総会・研修会　開催
山口県社会教育委員連絡協議会
総会・研修会　開催

　「わきあいキッズ」では、様々な活動
を、地域の方々のご協力のもとに行っ
ています。

　教育委員会では、あいさつ運動の一
環として、「標語」の募集を行います。
　次の要領で行いますので、ふるって
ご応募ください。
募集対象　
　全町民、小中学生は全児童生徒
募集期間　９月６日（金）まで
応募方法　応募用紙に一人一作品
※小・中学生は学校で配布済み
※一般の方は、教育委員会・総合コミュ
ニティセンターで配布します。
提出先　小・中学校または教育委員会
作品審査　９月
表　彰　
　各部門優秀作品に賞状と副賞
※優秀作品は広報にて紹介します。

気持ちのよいあいさつを
町内に広げましょう！
気持ちのよいあいさつを
町内に広げましょう！

　７月１１日、和木駐在所警察官１人
と県から委嘱を受けた職員２人の計３
人が、県青少年健全育成条例に基づ
き、コンビニエンスストアの有害図書の
陳列状況などについて立ち入り調査を
行いました。
　町内店舗における有害図書の陳列状
況等は、良好な状況でした。

子ども環境
クリーンアップ活動
子ども環境
クリーンアップ活動

バレーボール

造形遊び

体操

野球

陶芸

5



河合莞爾著
阿部智里著
綾辻行人著
樋口有介著
綿矢りさ著
桜木紫乃著
伊坂幸太郎著

小路幸也著
重松清著

ポーラ・マクレイン著　高見浩訳

新井洋行作・絵

梨屋アリエ作・こがしわかおり絵
室井滋作・長谷川義史絵

市川里美作・絵

シルヴァーナ・ガンドルフィ作・関口英子訳

　蜂飼耳作　おくはらゆめ絵
長田弘詩　いせひでこ絵
内田麟太郎作　早川純子絵

宇宙航空研究開発機構（JAXA）監修　高橋伸宏文

あさのあつこ著　佐々木こづえイラスト

■白字は図書館休館日

＜CD＞
☆FEEL/ 安室奈美恵
☆なんだこれくしょん /きゃりーぱみゅぱみゅ
☆いいね！ /GReeeeN
☆天晴～オールタイム・ベスト～ /さだまさし
☆DELICIOUS/JUJU
☆髙橋４０年 /髙橋真梨子
☆FAITH/Ms．OOJA
☆Summer  Ballad  Covers/May  J．
☆グッバイ・ララバイ /アヴリル・ラヴィーン
☆EVANESCENCE/ エヴァネッセンス

＜一般書＞
『ドラゴンフライ』
『鳥は主を選ばない』
『Ａｎｏｔｈｅｒ　ｅｐｉｓｏｄｅ　Ｓ』
『風景を見る犬』
『大地のゲーム』
『無垢の領域』
『死神の浮力』

『娘の結婚』
『ファミレス』
『ヘミングウェイの妻』

＜児童書・絵本＞　
『どじにんじゃ』　
『わらうきいろオニ』

『ウリオ』
『ハナちゃんのトマト』
『ネコの目からのぞいたら』

『9月のおはなし　お月見テンテン』

『最初の質問』
『もしかして　ぼくは』　
『宇宙探検えほん』

『グラウンドの詩』

8月の休館日

4 6
11

7
1 2

9
3
10
17

18 19 23 24
25 26 27 28 29 30 31

2220 21

5
13 14 15 1612

8

おはなし会
　三井化学株式会社岩国大竹工場様より、
今年も青少年の育成及び科学（化学）への
興味・関心を持ってもらいたいという目的で
資料を寄贈していただきました。
　科学の本はもちろんのこと、今年で生誕
100 年になる新美南吉の絵本や夏の自由研
究にぴったりな星に関する本などがあります。
　この機会に是非、手にとってみてください。

　ご自宅に眠っている本をリサイクルし
ませんか？
　図書館まつりにて古本バザーを開催
します。
　ご家庭で不要になった本を提供して
いただける方は、図書館カウンターま
でお持ちください。
　なお、汚れや傷みの激しい本、全集、
百科事典、雑誌などは受け付けること
ができませんので、ご了承ください。
　ご協力をよろしくお願いいたします。

古本提供のお願い古本提供のお願い

８月のおはなし会は

ありません。

来月をお楽しみに♪

三井化学からの寄贈図書を
特別展示しています

三井化学からの寄贈図書を
特別展示しています

三井化学からの寄贈図書を
特別展示しています

6



熱
中
症
は
高
温
多
湿
な
環
境
で
、
体
内
の

水
分
や
塩
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
た
り
、
体

温
調
節
機
能
が
う
ま
く
働
か
な
い
こ
と
に
よ

り
発
症
し
ま
す
。
体
温
が
上
が
り
、め
ま
い
、

大
量
の
汗
、
頭
痛
、
吐
き
気
、
体
の
だ
る
さ

な
ど
を
引
き
起
こ
し
、
症
状
が
重
く
な
る
と

生
命
へ
危
険
が
及
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、予
防
対
策
を
し
っ
か
り
と
り
ま
し
ょ
う
。

の
ど
が
渇
い
て
い
な
く
て
も
こ
ま
め
に
水

分
を
補
給
し
ま
し
ょ
う
。
寝
て
い
る
と
き
に

は
汗
な
ど
で
多
く
の
水
分
を
失
い
ま
す
。
就

寝
前
、
起
床
後
に
も
水
分
を
摂
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

汗
が
出
た
と
き
、
一
緒
に
体
内
の
塩
分
が

失
わ
れ
ま
す
。
皮
膚
を
な
め
る
と
塩
辛
い
味

が
す
る
こ
と
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
体
に
は

お
よ
そ
0.9
％
の
塩
分
を
含
ん
だ
血
液
が
循
環

し
て
い
る
た
め
で
す
。
こ
の
時
、
水
ば
か
り

飲
む
と
血
液
中
の
塩
分
濃
度
が
薄
く
な
り
ま

す
。
同
時
に
余
分
の
水
分
を
尿
と
し
て
排
泄

す
る
の
で
、
そ
の
結
果
体
液
の
量
は
回
復
で

き
な
く
な
り
ま
す
。

汗
を
か
い
た
時
や
熱
中
症
の
症
状
が
あ
る

と
き
の
水
分
補
給
は
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
が

手
軽
で
お
す
す
め
で
す
が
、
水
１
リ
ッ
ト
ル

に
２
〜
３
g
の
塩
、
40
g
の
砂
糖
を
混
ぜ
た

も
の
で
も
代
用
で
き
ま
す
。
レ
モ
ン
等
を
入

れ
る
と
飲
み
や
す
く
な
り
ま
す
。

室
内
で
も
エ
ア
コ
ン
を
使
っ
た
り
通
気
を

良
く
す
る
な
ど
し
て
、
暑
い
場
所
に
長
時
間

い
る
こ
と
は
、
避
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
外

出
時
は
帽
子
や
日
傘
を
活
用
し
て
で
き
る
だ

け
直
射
日
光
に
当
た
ら
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
通
気
性
が
よ
く
、
速
乾
・
吸
湿
に

す
ぐ
れ
た
衣
服
を
え
ら
び
涼
し
い
服
装
で
い

る
こ
と
も
予
防
に
な
り
ま
す
。

熱
中
症
予
防

熱
中
症
予
防

水
分
補
給

●

〜
「
水
分
補
給
」
と
「
暑
さ
を
避
け
る
」
〜

暑
さ
を
避
け
る

●

　幼児期から、社会のきまりやマナーを教えていくことが大切
です。まず、身近なおとなが手本を示しましょう。

（和木町母子保健推進協議会）

～ 子育て中のパパ、ママへ ～

「約束やきまりを守る心を育てましょう」

①ヨガ
と　き　８月２３日㈮　１０時～１１時３０分
準　備　動きやすい服装・室内シューズ
　　　　タオル・お茶
申込み　８月２１日㈬まで

②筋力アップ
と　き　９月１３日㈮　１０時～１１時３０分
準　備　動きやすい服装・室内シューズ
　　　　タオル・お茶
申込み　９月１１日㈬まで　

①②ともに会場および問合先は
　　　　保健相談センター

（☎５２－７２９０）

　母子健康手帳の「予防接種の記録」を確認してみましょう。受
け忘れている予防接種がある場合はお子さんの体調が良い時に早
めに医療機関で受けられることをお勧めします。
　また、各学年時に接種が必要な二種混合予防接種や麻しん風し
ん予防接種第２期は受けましたか？実施期間は今年度末までです
が、少しでも早く免疫を獲得し、お子さんと町の健康づくり、感
染症予防のために、夏期休暇を利用して９月までに受けられるこ
とをお勧めします。期間を過ぎた場合、有料になりますのでご注
意ください。

受け忘れている予防接種はありませんか？

平成 25年度各学年時に接種が必要な予防接種の対象者

問合せ　保健相談センター（☎５２－７２９０）

二種混合

麻しん風しん（第2期）

小学６年生
（平成13年4月2日～平成14年4月1日生まれ）
年長児
（平成19年4月2日～平成20年4月1日生まれ）
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行　　事 場　　所受付時間対　　　　　象月日（曜）

健康相談

1歳 6ヶ月児健診

3歳児健診

プレイルーム

すくすく

元気アップ教室★

プレイルーム

妊婦さんのつどい★

プレイルーム

健康相談

プレイルーム

元気アップ教室★

9：30～ 10：30

12：45～ 13：00

10：00～ 15：00

13：30～ 14：30

10：00～ 11：30

10：00～ 15：00

10：00～ 12：00

10：00～ 15：00

9：30～ 10：30

10：00～ 15：00

10：00～11：30

体育センター

保健相談センター

体育センター

保健相談センター

8月16日㈮

21日㈬

22日㈭

23日㈮

29日㈭

9月 5日㈭

9日㈪

12日㈭

13日㈮

　★は申込みが必要です。

一般の方

平成24年1月～2月生まれ

平成22年7月～8月生まれ

乳幼児とその保護者の方

乳幼児とその保護者の方

一般の方

乳幼児とその保護者の方

妊婦とその家族

乳幼児とその保護者の方

一般の方

乳幼児とその保護者の方

一般の方

（8月16日～9月13日）

●作り方
①下準備
玉ねぎ・しいたけ・エリンギ・大葉…細切りにする。
しょうが…皮をむき、みじん切りにする。
梅干し…種をとり、ほぐしておく。
②野菜を炒める
　玉ねぎ、しいたけ、エリンギをさっと炒める。
③蒸し焼きにする
　アルミホイルに油を塗り、魚をおく。
　②の野菜を上にのせ、ⓐと大葉、しょうがを混ぜ合わ
せたものをかけてホイルを包む。
　フライパンに包んだホイルと５mmくらいの高さまで水
を入れ、蓋をして弱めの中火で水がなくなるまで蒸す
（約10分間）。

（1人分エネルギー101キロカロリー）

梅の香りのさわやかな１品です。
ありあわせの魚や肉、また、家にある野菜で応用自在
です。　　　　（和木町食生活改善推進協議会　1班）

たら（他の白身魚でも良い）…70g×4個
玉ねぎ……………………1個（200g）
しいたけ…………………4枚（60g）
エリンギ…………………1本（60g）
大葉………………………………4枚
しょうが………………………1かけ
アルミホイル……………………4枚
油……………………………小さじ1

梅干し…………大1個（15g）
しょうゆ………… 大さじ1

白身魚の梅じそホイル焼き（材料４人分）
8月

ⓐ

　保健相談センターでの集団健診を受診されな
かった方に、健康診査受診券をお送りします。
　和木町及び岩国市の医療機関（詳細は同封の
一覧表をご覧ください。）で受診することがで
きます。
　年に一度の健康確認です。ぜひ受診してくだ
さい。
※国民健康保険の方には、特定健康診査受診券
（オレンジ色）を送ります。
※後期高齢者医療の方には、健康診査受診券（青
色）を送ります。
問合せ　保健福祉課（☎５２－２１９５）

健康診査受診券を
お送りします

　６月下旬に実施した総合健診の結果は、７月２３
日から２６日までの健診結果相談会でお返ししまし
た。結果により医療機関を受診するように勧めら
れた人は、早めに受診してください。特定保健指
導のご案内が届いた人は、利用について保健相談
センターへご連絡ください。健診結果相談会に参
加されなかった方に、今月から保健師の訪問等で
結果をお届けします。
問合せ　保健相談センター（☎５２－７２９０）

総合健診結果のお返し総合健診結果のお返し

国民健康保険・後期高齢者医療制度の
被保険者の方へ
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黙
と
う
の
お
願
い

ひ
と
り
親
家
庭
の

学

習

支

援

　

総
務
省
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
員

が
、
行
政
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
、
要
望
を

広
く
住
民
の
方
か
ら
お
聞
き
す
る
「
行
政
相

談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

日　

時
▼
8
月
15
日
㈭　

10
時
〜
12
時

場
所
・
問
合
せ
▼
町
民
相
談
室

（
☎
52
―
1
6
1
6
）

※
町
民
相
談
は
、
毎
週
火
・
木
曜
日
に
8
時

30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で
右
記
の
場
所
で

行
っ
て
い
ま
す
。

　

山
口
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
で
は
9
月
1

日
を
「
杭
の
日
」
と
し
、
表
示
登
記
に
関
す

る
無
料
相
談
会
を
行
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日　

時
▼
9
月
2
日
㈪　

9
時
〜
15
時

場　

所
▼
山
口
地
方
法
務
局
岩
国
支
局

相
談
内
容
▼

　

土
地
の
分
筆
・
合
筆
、
地
目
変
更
、
土
地

の
面
積
等
の
更
生
、
土
地
の
境
界
、
建
物
の

新
築
・
増
築
、
取
り
壊
し
、
分
割
、
区
分
等

相
談
員
▼
山
口
土
地
家
屋
調
査
士
会
会
員

問
合
せ
▼
山
口
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

（
☎
0
8
3
―
9
2
2
―
5
9
7
5
）

日　

時
▼
8
月
20
日
㈫　

10
時
〜
12
時

場　

所
▼
町
民
相
談
室

弁
護
士
▼
林
貴
士
弁
護
士

受　

付
▼
8
月
15
日
㈭
ま
で

お
願
い
▼

・
相
談
、
質
問
内
容
な
ど
を
整
理
し
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。

・
当
日
は
資
料
等
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

・
無
料
法
律
相
談
は
年
2
回
開
催
し
ま
す
。

次
回
は
平
成
26
年
2
月
18
日
㈫
で
す
。

申
込
み
・
問
合
せ
▼
町
民
相
談
室

（
☎
52
―
１
６
１
６
）

日　

時
▼
9
月
6
日
㈮
9
時
30
分
〜
12
時

場　

所
▼
文
化
会
館
１
階
講
習
室

相
談
員
▼
和
木
町
人
権
擁
護
委
員

相
談
内
容
▼
家
庭
内
で
の
悩
み
や
も
め
ご

と
、
相
続
や
遺
言
に
関
す
る
こ
と
、
金
銭

の
貸
借
、
借
地
借
家
の
問
題
、
近
隣
間
の

も
め
ご
と
な
ど
、
人
権
に
関
す
る
問
題
に

つ
い
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課

（
☎
52
―
２
１
９
５
）

日　

時
▼
9
月
1
日
㈰
〜
30
日
㈪
の
う
ち
相

談
者
の
希
望
す
る
日
時
（
原
則
平
日
）

対
象
者
▼

①
認
知
症
や
知
的
障
害
・
精
神
障
害
等
に
よ

り
判
断
能
力
が
不
十
分
な
方

②
将
来
、
判
断
能
力
が
な
く
な
っ
た
ら
ど
う

し
よ
う
と
不
安
が
あ
る
方

③
①
②
の
方
を
支
え
る
家
族
、
支
援
者
、
福

　

山
口
県
で
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
に
教
員
Ｏ

Ｂ
な
ど
の
「
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を

派
遣
し
て
、児
童
等
の
学
習
支
援
を
行
う「
ひ

と
り
親
学
習
支
援
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

お
子
さ
ん
の
学
習
指
導
（
宿
題
や
教
科
書

な
ど
）
や
進
学
相
談
な
ど
の
学
習
支
援
を
希

望
す
る
、ひ
と
り
親
家
庭
の
方
を
募
集
し
ま
す
。

実
施
方
法
▼

①
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
及
び
学
習
支
援

を
希
望
す
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
方
を
、
県

（
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
）
に
お
い
て

登
録
。

②
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣
に
つ
い

て
、
県
が
調
整
・
決
定
。

③
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
ご
家
庭
を
訪

問
し
、学
習
支
援
を
実
施
。（
週
１
回
程
度
）

応
募
要
件
▼
町
内
に
お
住
ま
い
の
ひ
と
り
親

家
庭
の
方
で
、
中
学
生
の
お
子
さ
ん
を
養

育
し
て
い
る
方

応
募
方
法
▼
所
定
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を

ご
記
入
の
上
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
課
窓
口
ま

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
申
請
書
は
住
民
サ
ー
ビ
ス
課
で
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。）

募
集
期
間
▼

　

8
月
5
日
㈪
〜
23
日
㈮

問
合
せ
▼
山
口
県
こ
ど
も
未
来
課

（
☎
0
8
3
―
9
3
3
―
2
7
5
1
）

　

住
民
サ
ー
ビ
ス
課　
　（
☎
52
―
2
1
9
4
）

祉
関
係
者
、
一
般
市
民

相
談
員
▼
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
の
相
談
員

　
（
家
庭
裁
判
所
提
出
名
簿
登
載
司
法
書
士
）

相
談
方
法
▼
訪
問
相
談
（
要
予
約
）

　

山
口
県
内
の
希
望
す
る
場
所
に
相
談
員
が

訪
問
し
、
相
談
を
受
け
ま
す
。

予
約
方
法
▼
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
相

談
内
容
・
希
望
す
る
日
時
と
場
所
を
電

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送
す
る
こ
と
に
よ
り
予

約
を
受
け
付
け
ま
す
。

予
約
受
付
期
間
▼

　

8
月
19
日
㈪
〜
9
月
30
日
㈪

　

9
時
〜
12
時
、
13
時
〜
17
時

（
土
日
祝
日
を
除
く
）

問
合
せ
・
予
約
先
▼

〒
７
５
３
―
０
０
４
８

山
口
市
駅
通
り
二
丁
目
９
―
15

リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
山
口　

相
談
係

（
☎
０
８
３
―
９
２
４
―
５
２
２
０
）

（　

０
８
３
―
９
２
１
―
０
４
７
５
）

　

原
爆
死
没
者
及
び
第
二
次
世
界
大
戦
死

没
者
の
ご
冥
福
と
世
界
恒
久
平
和
の
確
立

を
祈
念
す
る
た
め
に
、
家
庭
や
職
場
な
ど
で

次
の
日
時
に
1
分
間
の
黙
と
う
を
捧
げ
ま

し
ょ
う
。

◆
広
島
原
爆
投
下
時
刻　

　

8
月
6
日
㈫　

8
時
15
分

◆
長
崎
原
爆
投
下
時
刻

　

8
月
9
日
㈮　

11
時
2
分

◆
終
戦
記
念
日

　

8
月
15
日
㈭　

正
午

　

サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

行

政

相

談

「
杭
の
日
」
無
料
相
談
会

特
設
人
権
相
談
所

司
法
書
士
無
料
成
年
後
見
相
談
会

町
内
無
料
法
律
相
談

各
種
お
知
ら
せ
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学
校
事
務
パ
ー
ト
職
員
募
集

住
宅
建
設
資
金
利
子
補
給
制
度

岩
国
市
水
道
局
職
員
募
集

子
育
て
サ
ロ
ン「
た
ん
ぽ
ぽ
」

県
・
市
町
離
職
者
緊
急
対
策
資
金

木
造
住
宅
の
無
料
耐
震
診
断
・

耐
震
改
修
補
助
に
つ
い
て

　

こ
の
制
度
は
、
良
質
な
住
宅
の
建
設
の
促

進
を
図
る
た
め
、
町
内
に
住
宅
を
新
築
し
た

方
、
ま
た
は
建
設
さ
れ
た
新
築
住
宅
を
購
入

し
た
方
で
、
そ
の
資
金
を
金
融
機
関
等
か
ら

借
り
入
れ
た
方
に
対
し
て
、
そ
の
借
入
額
に

対
す
る
利
子
の
一
部
ま
た
は
全
部
に
つ
い

て
、
町
が
補
助
す
る
制
度
で
す
。

対
象
と
な
る
新
築
住
宅
の
基
準
▼
人
の
居
住

用
床
面
積
が
60
㎡
以
上
あ
る
こ
と
。

補
助
額
及
び
補
助
期
間
▼
新
築
住
宅
の
建
設

ま
た
は
購
入
に
要
し
た
費
用
に
対
す
る
償

還
金
の
う
ち
、
利
子
に
相
当
す
る
額
（
年

額
上
限
6
万
円
）
を
居
住
を
開
始
し
た
月

か
ら
60
ヵ
月
間
補
助
し
ま
す
。

※
居
住
開
始
後
に
、
償
還
を
開
始
し
た
場
合

は
、
償
還
を
開
始
し
た
月
か
ら
60
ヵ
月
間

に
な
り
ま
す
。

申
請
方
法
▼
居
住
開
始
か
ら
2
ヵ
月
以
内

に
、
必
要
書
類
を
添
え
て
都
市
建
設
課
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
都
市
建
設
課

（
☎
52
ー
2
1
9
7
）

　

地
震
に
よ
る
住
宅
の
倒
壊
な
ど
の
被
害
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
に
、
木
造
住
宅
耐
震
診
断

を
無
料
で
行
い
ま
す
。

対　

象
▼
町
内
に
あ
る
住
宅
で
、
昭
和
56
年

5
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
一
戸
建
て

の
木
造
住
宅

条　

件
▼
所
有
者
が
町
税
を
滞
納
し
て
い
な

い
な
ど
（
詳
し
く
は
、
事
前
に
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。）

募
集
の
概
要
▼

◆
無
料
耐
震
診
断

募
集
戸
数
▼
5
戸

※
申
込
み
が
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と
な
り

ま
す
。

募
集
期
間
▼
9
月
27
日
ま
で
。

※
耐
震
診
断
員
の
派
遣
は
、

　

10
月
以
降
と
な
り
ま
す
。

※
今
年
度
の
耐
震

　

改
修
補
助
に
つ
い

　

て
は
、
募
集
戸
数

　

に
達
し
た
の
で
、

　

終
了
し
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ
▼
都
市
建
設
課　

管
理
係

（
☎
52
ー
2
1
9
7
）

※
申
込
書
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し

て
い
ま
す
。

勤
務
内
容
▼
一
般
事
務

勤
務
場
所
▼
和
木
小
学
校

勤
務
時
間
▼
9
時
30
分
〜
16
時

採
用
予
定
日
▼
10
月
1
日

応
募
方
法
▼
市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
教
育
委
員
会
事
務
局
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限
▼
9
月
12
日
㈭

問
合
せ
▼
教
育
委
員
会
事
務
局

（
☎
53
ー
3
1
2
3
）

受
験
資
格
▼
平
成
5
年
4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
、
高
等
学
校
以
上
を
卒
業
ま
た
は
平

成
26
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
人

募
集
人
数
▼
１
名

一
次
試
験
▼
9
月
22
日
㈰　

8
時
50
分
〜

試
験
会
場
▼
岩
国
市
水
道
局

試
験
内
容
▼
適
性
検
査
、
教
養

募
集
期
間
▼
8
月
1
日
〜
27
日
（
必
着
）

採
用
予
定
日
▼
平
成
26
年
4
月
1
日
以
降

※
交
替
勤
務
の
可
能
性
有
り

申
込
方
法
▼
所
定
の
申
込
書
（
水
道
局
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）、
写

真
２
枚
（
縦
4
㎝
×
横
3
㎝
）、
卒
業
証

書
の
写
し
ま
た
は
卒
業
見
込
証
明
書
を
郵

送
ま
た
は
直
接
水
道
局
総
務
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
・
申
込
先
▼
岩
国
市
水
道
局
総
務
課

〒
7
4
0
ー
0
0
2
2

　

岩
国
市
山
手
町
四
丁
目
4
ー
14

（
☎
22
ー
3
7
1
1
）

　

８
月
の
子
育
て
サ
ロ
ン
「
た
ん
ぽ
ぽ
」
は

お
休
み
し
ま
す
。
次
回
は
9
月
17
日
㈫
に
開

催
し
ま
す
。
詳
し
く
は
広
報
わ
き
９
月
号
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
52
ー
8
6
4
4
）

　

会
社
の
倒
産
や
事
業
の
不
振
な
ど
に
よ

り
、
離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
方
の
生
活
資

金
な
ど
を
貸
し
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

貸
付
対
象
者
▼
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

・
県
内
に
居
住
し
て
い
る
方

・
離
職
時
の
事
業
所
に
1
年
以
上
勤
続
し
て

い
た
方

・
離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
勤
労
者
（
雇
用

保
険
受
給
資
格
者
ま
た
は
雇
用
保
険
受
給

資
格
者
で
あ
っ
た
方
で
離
職
理
由
コ
ー
ド

が
11
、
12
、
21
、
22
、
23
、
31
、
32
及
び

34
で
あ
る
方
に
限
り
ま
す
。）
で
、
離
職

後
1
年
以
内
の
方

・
借
入
申
込
時
、
現
に
離
職
し
て
お
り
、
か

つ
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
求
職
活
動
を
行
っ

て
い
る
方

・
市
町
税
を
完
納
し
て
い
る
方

・
返
済
能
力
の
あ
る
方

※
確
認
書
類
と
し
て
、
雇
用
保
険
受
給
資
格

者
証
等
の
証
明
書
が
必
要
で
す
。

資
金
使
途
▼
大
学
教
育
資
金
、
住
宅
資
金
償

還
金
、冠
婚
葬
祭
・
療
養
資
金
、災
害
資
金
、

一
般
生
活
資
金

貸
付
限
度
額
▼
70
〜
1
5
0
万
円

償
還
期
間
▼
6
〜
10
年
以
内

貸
付
利
率
▼

　

年
1.0
％
（
別
に
保
証
料
が
必
要
）

保
証
人
等
▼
連
帯
保
証
人
１
名
（
申
込
人
と

別
生
計
の
方
）
と
㈳
日
本
労
働
者
信
用
基

金
協
会
の
債
務
保
証
を
受
け
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

申
込
先
▼

中
国
労
働
金
庫
（
貸
付
け
に
当
た
っ
て
は

中
国
労
働
金
庫
の
審
査
が
あ
り
ま
す
。）

※
詳
し
く
は
、
山
口
県
労
働
政
策
課
（
☎

0
8
3
ー
9
3
3
ー
3
2
1
0
）
ま
た
は

県
内
の
中
国
労
働
金
庫
各
支
店
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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応
募
資
格
▼

　

町
内
に
居
住
す
る
65
才
以
上
の
方

課　

題
▼

・
住
宅
防
火
（
特
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
）

に
関
す
る
も
の

・
放
火
火
災
の
防
止
に
関
す
る
も
の

・
火
災
が
起
こ
っ
た
際
、
火
が
つ
き
に
く

く
、
ま
た
火
が
燃
え
広
が
ら
な
い
防
炎
エ

プ
ロ
ン
の
普
及
に
関
す
る
も
の

・
そ
の
他
火
災
予
防
に
関
す
る
も
の

※
山
火
事
に
関
す
る
も
の
は
除
き
ま
す
。

応
募
方
法
▼

・
ハ
ガ
キ
ま
た
は
所
定
の
用
紙
（
消
防
署
で

受
取
可
）
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

・
ハ
ガ
キ
に
は
、
作
品
（
標
語
１
点
）、
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）、

年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
明
記
し
て
く

だ
さ
い
。

締
め
切
り
▼
11
月
14
日
㈭
必
着
。

提
出
先
▼
〒
7
4
0
ー
0
0
1
7

　

岩
国
市
今
津
町
六
丁
目
2
ー
24

　
　

岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課

　

ま
た
は
最
寄
り
の
消
防
署
・
消
防
出
張
所

そ
の
他
▼

・
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

・
著
作
権
は
主
催
者
に
帰
属
し
ま
す
。

・
入
選
者
の
所
属
・
氏
名
・
年
齢
を
岩
国
地

区
消
防
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し

ま
す
。

問
合
せ
▼

　

岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課

（
☎
22
ー
1
3
2
0
）

試
験
日
▼
11
月
17
日
㈰

受
付
期
間
▼
8
月
30
日
㈮
〜
9
月
13
日
㈮

申
込
方
法
▼
岩
国
地
区
消
防
組
合
予
防
課
ま

た
は
最
寄
り
の
消
防
署
、
消
防
出
張
所
ま

で
願
書
（
消
防
署
で
受
取
可
）
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼

　

岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課

（
☎
22
ー
1
3
2
0
）

（
乙
種
第
四
類
受
験
者
対
象
、
有
料
）

講
習
日
▼
法　

令　

10
月
21
日
㈪

　
　
　
　

理
化
学　

10
月
22
日
㈫

受
付
期
間
▼

　

8
月
30
日
㈮
〜
10
月
18
日
㈮

申
込
方
法
▼
直
接
岩
国
地
区
消
防
組
合
予
防

課
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

講
習
場
所
▼
岩
国
自
動
車
学
校

（
岩
国
市
錦
見
7
丁
目
1
ー
40
）

問
合
せ
▼

　

岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課

（
☎
22
ー
1
3
2
0
）

　

自
衛
官
等
募
集
採
用
説
明
会
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

日　

時
▼
8
月
12
日
㈪

　
　
　
　
　

10
時
〜
12
時
、
13
時
〜
15
時

場　

所
▼
和
木
町
役
場
町
民
相
談
室

問
合
せ
▼
自
衛
隊
岩
国
地
域
事
務
所

（
☎
23
ー
1
5
8
0
）

危
険
物
取
扱
者
試
験

■
電
波
に
関
す
る
困
り
ご
と
の
相
談

　

中
国
総
合
通
信
局
で
は
、
不
法
電
波
に
よ

る
混
信
・
妨
害
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
受
信

障
害
な
ど
電
波
に
関
す
る
困
り
ご
と
に
つ
い

て
、
電
話
相
談
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

不
法
無
線
局
に
よ
る
混
信
・
妨
害
相
談

（
☎
0
8
2
ー
2
2
2
ー
3
3
3
2
）

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
受
信
障
害

（
☎
0
8
2
ー
2
2
2
ー
3
3
8
3
）

■
私
は
守
り
ま
す
。
電
波
の
ル
ー
ル

　

電
波
は
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
携
帯
電
話

や
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
と
い
っ
た
私
た
ち
の
身
近
な

も
の
か
ら
、
航
空
、
船
舶
、
消
防
・
救
急
、

警
察
な
ど
の
重
要
な
無
線
通
信
ま
で
幅
広
く

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
で
利
用
さ
れ
て
い
る
無
線
通
信
に

種
々
の
混
信
・
妨
害
が
発
生
し
て
お
り
、
そ

の
原
因
は
、
不
法
無
線
局
か
ら
の
悪
質
な
妨

害
や
国
民
が
意
図
し
な
い
「
微
弱
電
波
（
免

許
を
要
し
な
い
無
線
機
器
）」
や
電
子
機

器
か
ら
の
不
要
電
波
に
よ
る
妨
害
も
あ
り

ま
す
。

　

不
法
電
波
は
犯
罪
で
す
。
私
た
ち
の
暮
ら

し
を
守
り
、
電
波
を
安
心
し
て
地
用
で
き
る

よ
う
、
不
法
無
線
局
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

■
電
波
法
に
は
罰
則
が
あ
り
ま
す

　

免
許
を
受
け
ず
に
無
線
局
を
開
設
し
た
場

合
は
、
電
波
法
違
反
と
な
り
、
１
年
以
下
の

懲
役
、
ま
た
は
1
0
0
万
円
以
下
の
罰
金
に

処
せ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
警
察
や
消
防
な
ど

の
重
要
無
線
通
信
の
機
能
を
妨
害
し
た
場
合

は
、
5
年
以
下
の
懲
役
、
ま
た
は
2
5
0
万

円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

電
波
利
用
環
境
保
護
に
つ
い
て

応
募
資
格
▼

　

県
内
に
在
住
、
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
方
、

ま
た
は
山
口
県
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方

募
集
内
容
▼

　

全
て
の
県
民
の
県
民
活
動
へ
の
参
加
と
、

県
民
活
動
を
通
じ
た
「
輝
く
、
夢
あ
ふ
れ
る

山
口
県
」
の
達
成
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
も
の

（
フ
ル
カ
ラ
ー
）

応
募
方
法
▼

・
1
作
品
に
つ
き
1
枚
の
応
募
用
紙
を
使
用

し
、
記
載
事
項
を
記
入
の
う
え
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。（
応
募
用
紙
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
入
手
し
、
Ａ
4
・
両
面
印
刷
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。）

・
持
参
又
は
郵
送
に
よ
り
応
募
し
て
く
だ
さ

い
。（
作
品
が
折
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。）

応
募
期
間
▼

　

9
月
10
日
㈫
ま
で
（
当
日
消
印
有
効
）

※
持
参
の
場
合
は
17
時
ま
で

賞
及
び
副
賞
▼

・
最
優
秀
賞　

1
点 

副
賞
5
万
円 

・
優
秀
賞　
　

3
点 

副
賞
1
万
円

※
入
賞
者
が
児
童
・
生
徒
の
場
合
、
副
賞
は

賞
金
相
当
額
の
図
書
カ
ー
ド
と
し
ま
す
。

問
合
せ
▼

　

や
ま
ぐ
ち
県
民
活
動
促
進

実
行
委
員
会
事
務
局

（
☎
0
8
3
ー
9
3
3
ー
2
6
1
4
）

※
詳
し
く
は
山
口
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.pref.yam

aguchi.lg.jp/cm
s/a12100/kenkatu/sym

bol.htm
l

県
民
活
動
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
募
集

危
険
物
試
験
準
備
講
習

自
衛
官
等
募
集
採
用
説
明
会

防
火
標
語
の
募
集
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　気象庁では、大雨・暴風・高潮や地震、津波などにより重大な災害の起こるおそれがある時に、警報を発表して警戒を
呼びかけています。より激しい大雨や大きな津波等が予想され、重大な災害による危険性が高まった際には、特別な警戒
を呼び掛けるため、新たに「特別警報」を発表します。
　特別警報の対象とする現象は「東日本大震災」や、我が国の観測史上最高の潮位を記録し、犠牲者5,000人以上を出し
た「伊勢湾台風」、九州北部に甚大な被害をもたらし、死者・行方不明者合わせて32名を出した「平成24年７月九州北部
豪雨」等が該当します。
　特別警報が発表された場合、お住まいの地域は数十年に一度しかないような非常に危険な状況にあります。屋外の状況
や、避難指示・勧告等に留意し、ただちに命を守るための行動をとってください。
　また、大雨等の被害を防ぐには、時間を追って発表される注意報、警報やその他の気象情報を活用して、早め早めの行
動をとることがあなたや家族の命を守ります。
　特別警報の詳細は、気象庁ホームページでご確認ください。
　http://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/tokubetsu-keiho/index.html
問合せ　下関地方気象台防災業務課（☎083－234－4007）

  

花
火
の
シ
ー
ズ
ン
真
っ
盛
り
で
す
が
、
こ
の
時

期
に
は
、
誤
っ
た
使
用
方
法
が
原
因
と
考
え
ら

れ
る
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

お
も
ち
ゃ
花
火
で
遊
ぶ
と
き
は
、
１
か
ら
11

ま
で
の
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
！

１
花
火
に
書
い
て
あ
る
遊
び
方
を
よ
く
読
ん
で

必
ず
守
る
こ
と
。

２
花
火
を
人
や
家
に
向
け
た
り
、
燃
え
や
す
い

も
の
の
あ
る
場
所
で
遊
ん
だ
り
し
な
い
こ

と
。
ま
た
、
衣
服
に
火
が
つ
か
な
い
よ
う
に

注
意
す
る
こ
と
。

３
手
に
持
つ
筒
型
花
火
は
、
手
の
位
置
に
注
意

す
る
こ
と
。

４
風
の
強
い
と
き
は
、
花
火
遊
び
を
や
め
る

こ
と
。

５
遊
ぶ
前
に
必
ず
水
を
用
意
す
る
こ
と
。

６
大
人
と
一
緒
に
遊
ぶ
こ
と
。

７
た
く
さ
ん
の
花
火
に
一
度
に
火
を
付
け
な
い

こ
と
。

８
正
し
い
位
置
に
正
し
い
方
法
で
点
火
す
る

こ
と
。

９
花
火
の
筒
先
に
顔
や
手
を
絶
対
に
出
さ
な
い

こ
と
。
点
火
す
る
時
や
途
中
で
火
が
消
え
た

と
き
は
特
に
注
意
す
る
こ
と
。

10
花
火
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
な
い
こ
と
。

11
花
火
を
ほ
ぐ
し
て
遊
ぶ
と
危
険
。
絶
対
に
し

な
い
こ
と
。

　夏はレジャーシーズンのため、海や川など水
に親しむ機会が増えてきます。悲惨な水難事故
を防止するため、次のことに注意しましょう。
〔注意事項〕
○子どもだけの水遊びは危険です。プール、海
水浴場等へ行く時は保護者と一緒に行きまし
ょう。

○小瀬川や錦川などの河川では遊泳が禁止され
ています。

○増水した河川、ため池には近づかないように
しましょう。

○溺れそうな人を見つけたら、大きな声で周囲
の人に知らせるとともに、直ちに110番（警
察）または119番（消防）へ通報しましょう。

問合せ　岩国地区水難事故対策ネットワーク
　　　　連絡協議会

（事務局：岩国警察署　☎24－0110）

〜
花
火
遊
び
は
、

　　

迷
惑
に
な
ら
な
い

　
　

場
所
と
時
間
と
後
始
末
〜

オオキンケイギクの栽培は
禁止されています

水難事故に注意しましょう

　オオキンケイギクは北アメリカ原産のキク科の植物で、明治の
中頃から鑑賞用や緑化用として、日本に移入されてきました。
　５月から７月の間に、見た目も鮮やかな黄色の花を咲かせます。
　しかし繁殖力が強く、在来の植物を駆逐するなど悪影響を与
える恐れがあることから、平成１８年に特定外来生物に指定され、
栽培することは禁止されています。
　もし、家の周りで見つけた場合には、種ができないうちに刈り
取るか、根を残すことなく引き抜くようにしましょう。また、ど
こか他の場所で見つけても、家に持ち帰ったり、別のところに
植えたりしないでください。
問合せ　
山口県環境生活部自然保護課
　　　　（☎083－933－3050）
住民サービス課
　　　　（☎52－2194）

12



体
育
セ
ン
タ
ー
の
休
館
に
つ
い
て

　

ア
リ
ー
ナ
コ
ー
ト
ラ
イ
ン
変
更
工
事

の
た
め
、
8
月
6
日
㈫
か
ら
15
日
㈭
ま

で
、
休
館
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す

が
、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
庭
球
場
は
、
8
月
6
日
㈫
か

ら
8
月
9
日
㈮
の
間
、
9
時
〜
17
時
ま

で
は
、
使
用
で
き
ま
す
。

　

7
月
7
日
、
岩
国
市
・
柳
井
市
・
田
布
施

町
・
和
木
町
か
ら
41
名
が
参
加
し
、
蜂
ヶ
峯

総
合
公
園
弓
道
場
で
「
四
〇
射
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

中
学
生
、
高
校
生
、
元
国
体
選
手
、
ね
ん

り
ん
ぴ
っ
く
県
代
表
選
手
ら
が
、
四
〇
射

（
通
常
八
射
）
を
目
指
し
て
、
暑
さ
と
闘
い

な
が
ら
、
祝
射
を
行
い
ま
し
た
。

　【
結
果
】　
（
敬
称
略
）

男
子
の
部

　

優
勝　

高
中
邦
夫
（
柳
井
市
）

　

2
位　

村
本
頼
彦
（
岩
国
市
）

　

3
位　

西
村
勝
美
（
岩
国
市
）

女
子
の
部

　

優
勝　

片
岡
紀
子
（
和
木
5
丁
目
）

　

2
位　

河
内
理
沙
（
柳
井
市
）

　

3
位　

細
川
幸
子
（
岩
国
市
）

町
制
施
行
40
周
年
記
念
弓
道
大
会

ス
ポ
ー
ツ

開
放
日
▼
８
月
28
日
㈬
ま
で

　
　
　
　

※
８
月
13
日
㈫
〜
15
日
㈭
は
閉
鎖

開
放
時
間
▼
10
時
〜
12
時
、
13
時
〜
17
時

【
プ
ー
ル
利
用
に
あ
た
っ
て
の
注
意
事
項
】

◆
共
通
事
項

・
す
べ
て
の
プ
ー
ル
で
の
飛
び
込
み
は
、
禁

止
し
ま
す
。

・
利
用
上
の
注
意
事
項
が
守
っ
て
い
た
だ
け

な
い
場
合
に
は
、
利
用

を
お
断
り
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
他

の
利
用
者
に
迷
惑
を
か

け
る
よ
う
な
行
為
を
さ

れ
る
な
ど
、
社
会
通
念

上
不
適
切
な
行
為
を
さ

れ
た
場
合
は
、
今
後
の

利
用
を
お
断
り
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

◆
町
民
プ
ー
ル

・
幼
児
等
が
利
用
さ
れ
る

場
合
は
、
必
ず
保
護
者

が
同
伴
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
各
自
で
自

分
の
子
ど
も
を
管
理
、
監
督
し
て
く
だ
さ

い
。

・
幼
児
が
利
用
す
る
場
合
、
小
学
校
２
年
生

ま
で
子
ど
も
の
入
場
は
で
き
ま
す
。

・
幼
児
等
で
、
オ
ム
ツ
の
は
ず
れ
て
い
な
い

場
合
は
、
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

・
利
用
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
水
泳
用
の
帽
子

を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

・
ゴ
ー
グ
ル
、
浮
き
輪
の
使
用
は
可
能
で
す

が
、
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
、
ボ
ー
ト
な
ど
他
の

人
に
迷
惑
と
な
る
よ
う
な
物
の
利
用
は
で

き
ま
せ
ん
。

◆
中
学
校
プ
ー
ル

・
プ
ー
ル
入
口
で
受
付
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
小
学
校
３
年
生
〜
一
般
の
方
が
利
用
で
き

ま
す
。
た
だ
し
、
小
学
生
に
つ
い
て
は
、

必
ず
保
護
者
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。
保

護
者
が
一
緒
に
遊
泳
で
き
な
い
場
合
は
、

利
用
を
お
断
り
い
た
し
ま
す
。

・
小
学
生
が
利
用
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず
保

護
者
が
自
分
の
子
ど
も
を
管
理
、
監
督
し

て
く
だ
さ
い
。

・
利
用
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
水
泳
用
の
帽
子

を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

・
ゴ
ー
グ
ル
、
浮
き
輪
の
使
用
は
可
能
で
す

が
、
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
、
ボ
ー
ト
な
ど
他
の

人
に
迷
惑
と
な
る
よ
う
な
物
の
利
用
は
で

き
ま
せ
ん
。

◆
河
川
プ
ー
ル
（
瀬
田
・
関
ヶ
浜
）

・
悪
天
候
の
場
合
、
水
質
が
悪
化
し
た
場
合

等
、
遊
泳
に
適
さ
な
い
場
合
は
、
急
に
閉

鎖
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
▼
体
育
セ
ン
タ
ー

　
　
　

（
☎
52
ー
２
８
１
１
）

　

夏
の
代
表
的
な
星
や
星
座
に
ま
つ
わ
る
物

語
の
視
聴
を
通
し
て
、
天
体
や
宇
宙
に
親
し

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

日
　
時
▼
４
回
開
催

8
月
7
日
㈬　

10
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
　
　
　
　
　

13
時
30
分
〜
14
時
30
分

8
月
23
日
㈮　

10
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
　
　
　
　
　

13
時
30
分
〜
14
時
30
分

場
　
所
▼や

ま
ぐ
ち
総
合
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

定
　
員
▼
各
回
40
名

参
加
費
▼
無
料

申
込
み
▼
開
催
日
の
1
週
間
前
ま
で
に
、
電

話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
▼
小
学
生
以
下
の
方
は
、
保
護
者
同

伴
で
お
願
い
し
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ
▼

　
　
　

や
ま
ぐ
ち
総
合
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

教
育
支
援
部

（
☎
0
8
3
ー
9
8
7
ー
1
1
9
0
）

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で

　
　
　
楽
し
む
夏
の
夜
空
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日　時　７月27日㈯～８月25日㈰　10時～18時
場　所　アートウィング（和木美術館）
入場料　無料（砂絵教室は500円です）
内　容　中に入れる巨大ダンボール電車、乗って遊

べるミニ新幹線、トイレールプレイラン
ド、運転手に変身写真館、砂絵教室など、
多数の子供向け体験ゾーンを用意していま
す。トイレールプレイランドではご自宅か
らお持ち頂いた電車を走らせることも可能
です。ぜひお越しください！！

その他　ミニ新幹線は毎週日曜日運行！
　　　　砂絵教室は８月10㈯、24日㈯の2回開催!!
　　　　（砂絵教室は両日とも先着100名様）
問合せ　教育委員会（☎５３－３１２３）

日　時　８月８日㈭　10時30分～12時
場　所　文化会館
入場料　無料
内　容　観客参加型のコメディショー、オリジナル

ダンス・日本舞踊、マジック、パントマイ
ム、和風ジャグリングなど、素敵で愉快な
パフォーマンスを是非ご鑑賞ください！

問合せ　教育委員会（☎５３－３１２３）

　和木町では、キャラバン・メイトが認知症の理解
を広める活動を行っています。認知症は早期に発見
し、受診することがとても大切です。そこで、認知
症予防教室を開催します。
　教室では、脳の健康チェックができる対話式タッ
チパネルの体験や、認知症よろず相談を行います。
対話式タッチパネルは１人５分程度で検査ができる
簡単な機器です。山口県には１台しかない機器です
ので、ぜひこの機会に体験してください。
　たくさんの方のご来場をお待ちしています。
日　時　８月27日㈫　９時30～11時
　場　所　保健相談センター　保健指導室
　内　容　
　　・タッチパネル式認知症簡易検査機器の体験
　　　（浦上式スケール）
　　・キャラバン・メイトの活動紹介
　　・認知症よろず相談
　その他　申込み不要、参加料無料
　問合せ　地域包括支援センター（☎５２―２１９６）

認知症予防教室

脳の健康チェックをしよう！

　地域の集まりなどで認知症に関する住民講座（認知
症サポーター養成講座）を開催し、地域で認知症高齢
者の良き理解者となる認知症サポーターを養成するた
めの講師（キャラバン・メイト）の養成研修への参加
者を募集します。

日　時　８月21日㈬
　　　　９時30分～16時30分

場　所　山口県社会福祉会館大ホール
　　　　（山口市まで送迎あり）

募集人員　先着３名

申込方法　８月７日㈬までにご連絡ください。

申込み・問合せ　地域包括支援センター
（☎５２―２１９６）

キャラバン・メイト

養成研修会

遊んで体験！遊んで学習！
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〜 

み
ど
り
の
か
ぜ 

〜

公
民
館
通
信

○
和
木
パ
ソ
コ
ン
教
室

活
動
日
▼
第
1
・
3
水
曜
日

　
　
　
　

14
時
〜
16
時

　

初
め
て
の
方
か
ら
、
中
級
の
方
ま
で
楽
し

み
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
し
た
ペ
ー
ス
で
い
ろ

い
ろ
な
題
材
を
作
成
し
な
が
ら
勉
強
し
て
い

ま
す
。
今
ま
で
、
チ
ラ
シ
・
住
所
録
な
ど
の

作
成
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

　

ぜ
ひ
一
度
見
学

に
来
て
く
だ
さ

い
。
親
切
丁
寧
に

指
導
し
て
も
ら
え

ま
す
。

○
和
木
ル
ン
ル
ン
ク
ラ
ブ

活
動
日
▼
毎
週
月
曜
日

　
　
　
　

9
時
30
分
〜
12
時

　

今
年
で
32
年
目
に
な
る
歴
史
の
あ
る
ク
ラ

ブ
で
す
。

　

体
操
仲
間
を
つ
く
り
、
心
と
体
の
健
康
を

維
持
し
、
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
動
け
る
体
で

過
ご
せ
る
よ
う
に

毎
週
体
を
動
か
し

て
い
ま
す
。ま
た
、

年
に
1
回
、
県
内

の
体
操
祭
り
に
も

参
加
を
し
て
い
ま

す
。

　

多
く
の
方
に
参

加
し
て
も
ら
い
た

い
で
す
。

　

公
民
館
で
認
定
団
体
と
し
て
活
動
さ
れ
て
い
る
団
体
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
興
味
を
持
た
れ

た
も
の
が
あ
れ
ば
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
▼
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　
（
☎
52
ー
2
1
9
1
）

日　時　12月14日㈯　18時開演

場　所　文化会館

受付期間　９月２日㈪～17日㈫17時
※15組程度（応募多数の場合は選考
させていただきます。）
※演奏時間は７分以内でお願いし
ます。
※募集要項・申込用紙は総合コミュ
ニティセンターにあります。また
ホームページ「ＷＡＫＩ・コンサー
ト」からもダウンロードできます。
問合せ
総合コミュニティセンター内
和木町文化協会事務局
（☎52―2191）

日　時　12月14日㈯　18時開演

場　所　文化会館

受付期間　９月２日㈪～17日㈫17時
※15組程度（応募多数の場合は選考
させていただきます。）
※演奏時間は７分以内でお願いし
ます。
※募集要項・申込用紙は総合コミュ
ニティセンターにあります。また
ホームページ「ＷＡＫＩ・コンサー
ト」からもダウンロードできます。
問合せ
総合コミュニティセンター内
和木町文化協会事務局
（☎52―2191）

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

岩
国
航
空
基
地
祭

●
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

日
　
時
▼
9
月
14
日
㈯　

15
時
〜

場
　
所
▼
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

内
　
容
▼
海
上
自
衛
隊
呉
音
楽
隊
に
よ
る
コ

ン
サ
ー
ト
（
入
場
券
が
必
要
で
す
。）

●
岩
国
航
空
基
地
祭
（
一
般
開
放
）

日
　
時
▼
9
月
15
日
㈰

場
　
所
▼
海
上
自
衛
隊
岩
国
航
空
基
地

内
　
容
▼
航
空
機
の
体
験
搭
乗
（
搭
乗
券
が

必
要
）、
航
空
機
の
展
示
飛
行
、
シ
ミ
ュ

レ
ー
タ
ー
体
験
、
航
空
機
と
の
綱
引
き
、

近
隣
市
町
の
ご
当
地
グ
ル
メ
の
出
店
、
音

楽
コ
ン
サ
ー
ト
（
マ
ウ
ン
テ
ン
マ
ウ
ス
、

白
蛇
王
ほ
か
）、
ふ
わ
ふ
わ
遊
具
等
。

　

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.m
od.go.jp/m

sdf/iw
akuni

ま
た
は
「
海
上
自
衛
隊
岩
国
航
空
基
地
」

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
方
法
▼

　

往
復
ハ
ガ
キ
に
２
名
ま
で
の
住
所
、氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
入
場
券
・
搭

乗
券
別
に
、
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。（
そ
れ

ぞ
れ
お
一
人
様
１
枚
限
り
。）

　

搭
乗
券
の
申
し
込
み
に
際
し
て
は
、
希
望

機
種
（
飛
行
艇
ま
た
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
）
を

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
体
験
搭
乗
の

対
象
は
、
小
学
生
以
上
（
小
学
生
は
保
護
者

の
同
伴
が
必
要
）
で
す
。

応
募
先
▼
〒
7
4
0
ー
8
5
5
5

　

山
口
県
岩
国
市
三
角
町
2
丁
目

　

海
上
自
衛
隊
岩
国
航
空
基
地

　
「
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
係
」
ま
た
は

　
「
体
験
搭
乗
係
」

応
募
期
限
▼
8
月
23
日
㈮
必
着

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、抽
選
と
し
ま
す
。

注
意
事
項
▼

・
岩
国
航
空
基
地
は
、
米
軍
基
地
内
に
あ
る

た
め
、
当
日
は
、
米
軍
の
規
制
に
よ
り
入

門
の
制
約
を
受
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
米
軍
に
よ
る
入
門
検
査
の
た
め
、

パ
ス
ポ
ー
ト
、
運
転
免
許
証
等
の
身
分
証

明
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

・
天
候
・
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
、
体
験
搭

乗
が
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
車
で
の
入
場
は
で
き
ま
せ
ん
。（
基
地
周

辺
に
駐
車
場
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
準
備
し

て
い
ま
す
。）

問
合
せ
▼

　

海
上
自
衛
隊
岩
国
航
空
基
地
広
報
室

（
☎
22
ー
3
1
8
1　

内
線
6
2
3
2
）
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さ
ち

ご
う

せ
ん

い
ろ
ど

し
っ
こ
く

と
　
わ

和

木

短

歌

会

和
木
俳
句
教
室
句
会

幾
と
せ
の
喜
怒
哀
楽
を
乗
り
越
え
て

　
　

今
あ
る
幸
と
永
遠
に
祈
り
ぬ

漆
黒
の
夜
に
漂
う
い
つ
く
し
ま

　
　

闇
に
は
闇
の
彩
り
あ
り
ぬ

書
き
損
じ
出
さ
な
き
ま
ま
の
こ
の
葉
書

　
　

あ
の
頃
君
と
楽
し
か
っ
た
な

繰
越
せ
ぬ
こ
の
世
の
わ
れ
の
業
な
れ
ば

　
　

右
肩
の
痛
み
し
か
と
い
た
だ
く

あ
れ
こ
れ
と
意
見
を
言
う
も
詮
な
き
に

　
　

こ
こ
ろ
許
せ
し
仲
も
ず
れ
く
る

老
鶯
や
師
の
句
碑
つ
つ
む
夕
茜

睡
蓮
や
葉
に
首
の
せ
て
亀
出
づ
る

浴
衣
着
て
少
女
に
戻
る
夕
べ
か
な

老
犬
の
目
の
会
う
厨
梅
雨
晴
間

色
き
そ
ふ
紫
陽
花
の
さ
く
曲
り
角

新
婚
の
新
居
の
家
具
や
熟
れ
し
枇
杷

越
智　

幸
子

小
川　

誉
子

灰
岡
美
穂
子

平
岡　

菊
江

山
重　

杵
子

与
三
本
愛
子

【
処
理
】

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
職
員
を
名

乗
り
、
消
費
者
か
ら
の
電
話
を
誘
導

す
る
劇
場
型
詐
欺
が
疑
わ
れ
る
た
め
、

信
用
し
な
い
よ
う
に
助
言
し
た
。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
の
電
話
相

談
は
、
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
相
談
の
電
話
は
、
電
話
帳

な
ど
信
頼
で
き
る
も
の
で
再
度
確
認

し
て
か
ら
掛
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
が
特
定
の
業
者

の
信
用
性
や
商
品
情
報
の
提
供
を
す

る
こ
と
は
、
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

【
相
談
】

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
職
員
を
名
乗

る
者
か
ら
電
話
が
あ
り
「
振
り
込
め

詐
欺
な
ど
が
多
発
し
て
い
る
。
不
審

な
電
話
が
あ
っ
た
ら
お
電
話
く
だ
さ

い
。」
と
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
を
教
え
ら

れ
た
。
そ
の
後
、Ａ
社
か
ら
高
利
回
り

の
金
融
商
品
を
紹
介
す
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
が
送
ら
れ
て
き
た
。
次
に
、Ｂ

社
か
ら
「
そ
の
金
融
商
品
は
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
が
送
ら
れ
て
き
た
人
し
か

買
え
な
い
。
代
わ
り
に
買
っ
て
く
れ

れ
ば
高
値
で
買
い
取
る
。」
と
言
わ
れ

た
。
不
審
に
思
い
、
教
え
ら
れ
た
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
に
電
話
す
る
と
、
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
が
出
た
の
で
、
内

容
を
話
す
と
「
Ｂ
社
は
信
頼
で
き
る

業
者
」
と
説
明
さ
れ
た
。
信
用
し
て

も
よ
い
か
？

今月の納税

　町税などの納税は便利な口座振替を
ご利用ください。
　納期限は９月２日㈪です。

問合せ ▼税務課（

2 期分
8 月分
2 期分
2 期分
2 期分

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・

町県民税
町営住宅使用料
国民健康保険料
介護保険料
後期高齢者医療保険料

消費者生活相談

だより

消費者生活相談

だより Vol. 97

問
合
せ
▼

企
画
総
務
課
（
☎
52
ー
2
1
3
6
）

く
ら
し
の
安
心
推
進
員

藤
本　

亮
恵
（
☎
53
ー
2
6
7
5
）

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
0
8
3
ー
9
2
4
ー
2
4
2
1
）

（
7
月
句
会
）

神
園　

静
美

灰
岡　

裕
美

武
次　

兼
俊

横
川
美
代
子

向
田
登
美
子

梅
雨
ま
で
の
と
り
い
れ
急
ぐ
野
良
仕
事

　
　

痛
み
て
気
づ
く
と
し
忘
れ
し
を

森
本　

初
子

掲
載
写
真
を
差
し
上
げ
ま
す

　

広
報
わ
き
や
文
字
放
送
に
掲
載
し
た

写
真
を
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
。ご
希
望

の
方（
写
真
に
写
っ
て
い
る
本
人
ま
た
は

そ
の
ご
家
族
）は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
企
画
総
務
課（☎

52
ー
2
1
3
6
）

　

ふ
れ
あ
い
工
房
ク
ロ
ー
バ
ー
で
は
、

手
づ
く
り
焼
き
た
て
パ
ン
を
販
売
し
て

い
ま
す
。

※
ふ
れ
あ
い
工
房
ク
ロ
ー
バ
ー
は
、
障

害
を
持
っ
た
方
の
社
会
的
な
活
動
や

経
済
的
な
自
立
を
促
し
、
障
害
者
の

社
会
参
加
を
図
る
た
め
の
施
設
で
す
。

日
　
時
▼
8
月
21
日
㈬　
15
時
〜
15
時
30
分

場
　
所
▼
総
合
福
祉
会
館
１
階
ロ
ビ
ー
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夏季の節電対策にご協力を

　家庭には、消費電力が大きい電化製品があります。平日の日中 (１３時～１６時 ) を避けて使用、あるいは使
用する時間帯が重ならないように工夫するなど、ピークカットにご協力をお願いします。

■消費電力が大きい電化製品■
アイロン、電気ポット、電子レンジ、ホットプレート、ドライヤー、トースター、IHクッキングヒーター、
食器洗い機、浴室乾燥機、掃除機、洗濯乾燥機

■節電・電力に関する情報は■
政府の節電ポータルサイト「節電 .go.jp」http://www.setsuden.go.jp
経済産業省ホームページ http://www.meti.go.jp/setsuden/index.html
問合せ　経済産業省（☎０３－３５０１－１５１１）

　所定の調査票をもとに、家庭での生活や温暖化対策の取組状況等を調査し、その結果に応じて温室
効果ガスの削減方法の助言を行うものです。１回の所要時間は１０分程度です。

　山口県知事から委嘱を受けた「地球となかよし県民運動推進員」が診断します。診断員は地球温暖化
対策のスペシャリストです。

●各家庭のライフスタイルに合った具体的な省エネアドバイスを受けることができます。
●診断が省エネ行動につながることにより、光熱費などの家計の節約につながります。
●家庭で環境に配慮した省エネ行動を日常的に行なうことで、地球の温暖化防止に貢献できます。
●診断料は無料です。省エネの取り組みを後押しするため、参加者には省エネグッズを贈呈します。

申込み・問合せ　山口県地球温暖化防止活動推進センター（☎０８３-９３３-００１８）
　　　　　　　　住民サービス課（☎５２-２１９４）

診断するのは誰？診断するのは誰？

診断のメリット診断のメリット

ストップ温暖化診断とはストップ温暖化診断とは

エ ア コ ン

10％※①室温 28℃を心がける。

②すだれやよしずなどで窓からの日差しを和らげる。

③無理のない範囲でエアコンを消し、扇風機を使用する。

⑤日中は不要な照明を消す。

⑥省エネモードに設定するとともに、画面の輝度を下げ、必要なとき以外は消す。

⑦温水のオフ機能、タイマー節電機能を利用する。

⑧上記の機能がない場合、使わないときはコンセントからプラグを抜く。

⑨早朝にタイマー機能で 1日分まとめて炊いて、冷蔵庫や冷凍庫に保存する。

④冷蔵庫の設定を「強」から「中」に変え、扉を開ける時間をできるだけ減らし、食料
を詰め込み過ぎないようにする。

⑩リモコンの電源ではなく、本来の主電源を切る。長時間使わない機器はコンセントか
らプラグを抜く。

1％未満

1％未満

節電効果

10％

50％

5％

2％

2％

照 明

テ レ ビ

温水洗浄便座

ジャー炊飯器

冷 蔵 庫

待 機 電 力

2％

2％

※設定温度を２℃上げた場合
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　夏本番を迎え、町内各地の家庭でも立派なグリーンカーテンが出来あがっていますね。涼しげな緑色の
カーテンが、夏の暑さを和らげてくれるようです。
　さて、和木町快適環境まちづくり町民会議では、家庭でできる身近な地球温暖化対策の一環として
「和木町緑のカーテンコンテスト」を実施します。
　育てられた自慢のカーテンを、気軽に応募してみませんか？
　多数の皆様の応募をお待ちしております。
　

対象者
・和木町在住の方

応募方法
・カーテンに使用している植物の種類は問い
ません。
・役場に備え付けの応募用紙及び育成の状況
が分かる写真を８月30日㈮までに住民サー
ビス課に提出してください。

問合せ　住民サービス課（☎５２－２１９４）

　町では、ゴミステーションに排出されたゴミや資源を有効にリサイクルできるよう収集、中間処理を行い、
専門業者等に引き渡しています。
　ゴミの持ち去りは、このリサイクルの循環を阻害するとともに、ゴミステーション付近の散らかし行為や
不法投棄の原因ともなります。
　
　
　
　
　
問合せ　住民サービス課（☎５２－２１９４）

 　
「
児
童
扶
養
手
当
」
及
び
「
特
別
児

童
扶
養
手
当
」
の
現
況
届
は
、
毎
年
１

回
、
受
給
者
（
手
当
の
支
給
を
受
け
て

い
る
方
は
も
ち
ろ
ん
、
所
得
制
限
に
よ

り
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
な
い
方
も

含
み
ま
す
。）
か
ら
の
届
出
に
も
と
づ

き
、
前
年
の
所
得
及
び
受
給
資
格
に
つ

い
て
審
査
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
届
出

を
し
て
い
た
だ
か
な
い
と
８
月
以
降
の

手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

証
書
及
び
印
か
ん
を
持
参
の
う
え
、

添
付
書
類
を
添
え
て
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
児
童
扶
養
手
当

届
出
期
間
▼
8
月
30
日
㈮
ま
で

添
付
書
類
▼
世
帯
全
員
の
住
民
票
、
養

育
費
等
に
関
す
る
申
告
書

●
特
別
児
童
扶
養
手
当

届
出
期
間
▼
9
月
10
日
㈫
ま
で

※

現
況
届
を
提
出
し
な
い
と
、
時
効
に

よ
り
手
当
を
受
け
る
資
格
を
失
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
▼
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

（
☎
52
ー
２
１
９
４
）

和木町緑のカーテンコンテスト参加者募集！

ごみや資源物を持ち去らないでください

児
童
扶
養
手
当
、

特
別
児
童
扶
養
手
当

現
況
届
の
提
出
に
つい
て

児
童
扶
養
手
当
、

特
別
児
童
扶
養
手
当

現
況
届
の
提
出
に
つい
て

ゴミステーションに出されたゴミや資源を絶対に持ち去らないでください。
Please do not take garbage taken out to a garbage station

書類審査で優秀と認められた方には
 賞状及び記念品を贈呈します。
書類審査で優秀と認められた方には
 賞状及び記念品を贈呈します。

和木町緑のカーテンコンテスト参加者募集！和木町緑のカーテンコンテスト参加者募集！
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47
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147
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171
270

154
158

233
220

231
219
202
197
187

164
175

220

4 5
21

65
92

153
176

188
203
214
211

183
155

217
219

202
184

138
148
145

179
180

出店者募集出店者募集

男　3,268人
（－8）

女　3,278人
（－8）

平成25年7月1日現在
総人口　6,546人

世帯数　2,805世帯

和木町の面積　10.56km
（　）内は前月比

（－16）

（±0）

100 200100200 00

　

恵
庭
市
は
、
市
を
挙
げ
て
花
の
ま
ち
づ
く
り
や

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
に
力
を
入
れ
、「
花
の
ま
ち
・
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
の
ま
ち
」
と
し
て
全
国
的
に
知
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

特
に
、
恵
み
野
地
区
で
は
、
多
く
の
家
庭
が

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
個
人
の
美

し
く
手
入
れ
さ
れ
た
庭
を
巡
る
「
恵
み
野
花
マ
ッ

プ
」
と
い
う
も
の
も
作
ら
れ
て
お
り
、
全
国
各
地

か
ら
観
光
や
視
察
で
多
く
の
人
々
が
訪
れ
る
名
所

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

６
月
末
に
は
、「
第
24
回
恵
庭
・
花
と
く
ら
し

展
」が
、
開
催
さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
人
が
集
ま
り
、

大
変
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。
地
元
の
恵

庭
で
は
、
略
し
て
「
花
く
ら
」
と
呼
び
、
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

和
木
町
か
ら
お
祝
い
に
訪
問
し
た
職
員
は
、

「
市
民
と
行
政
が
一
体
と
な
り
、
素
晴
ら
し
い
街

づ
く
り
を
し
て
お
り
、
和
木
町
で
も
参
考
に
し
た

い
。」
と
感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

め
ぐ

の

姉
妹
都
市
「
え
に
わ
」
だ
よ
り

勤務場所　和木小学校内留守家庭教室
勤務内容　留守家庭教室の子どもの保育
勤務期間　8月31日(土)までの夏休期間中で月曜日か
ら土曜日（半日）の間で指定する日（10日程度）

勤務時間　
・土曜日　８時～12時45分
・登校日　13時～18時
・長期休業日等
　　　　　８時～18時の間の８時間または４時間。
　（子どもの下校時間により、勤務時間が変更になる
　　場合があります。）
交通費等手当　なし
賃　金　６，８００円（半日３，４００円）
資　格　保育士、教諭または児童の遊びを指導する者
の資格を有する方または資格取得見込みで健康な方
応募方法　履歴書（市販用紙、写真添付）を住民サー
ビス課に提出してください。
問合せ　住民サービス課（☎52―2194）

期　日　11月3日（日）
場　所　和木中学校グラウンド（駐車場）
募集開始　8月19日（月）から　※先着10店舗
出店料　2,000円
区　画　2.5ｍ（間口）×3.0ｍ（奥行）
　※テントなし
　※１出店者、１区画とする。
申込み　所定の申込用紙（町ホームページに掲載）に必要事
項を記入し、出店料を添えてお申し込みください。
注　意　
・屋外での出店となります。
・机、椅子、敷物などの備品は出店者各自で準備してください。
・雨天の場合もイベントは開催します。雨対策は各自で講じ
てください。
・業者の方はお断りします。
・出店を取りやめられた場合も出店料は返却いたしません。
・会場内は全面禁煙です。
問合せ　わき愛あいフェスティバル実行委員会事務局
　　　　（和木町教育委員会事務局内）（☎53―3123）

わきっこクラブ ( 留守家庭教室 )
登録指導員募集

わきっこクラブ ( 留守家庭教室 )
登録指導員募集
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